
＜中学校・高等学校学習指導案形式例＞
第○学年国語科学習指導案
指導者 　○○○立○○○○学校
職　　　氏　　　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象学級　 ○年○組（○名）   
１　単元名

２　単元の目標
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～できる。等　　【知識及び技能】（１）ウ
・　　　　　　　　　　　　　　　　　～できる。等　　　【思考力、判断力、表現力等】A（１）ア
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～できる。等     【学びに向かう力、人間性等】


３　本単元における言語活動
（関連：【思考力，判断力，表現力等】Ａ（２）ア）

４　単元設定の意図
（１）《生徒観》

（２）《教材観》

（３）《指導観》

５　単元の評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	①　　　

　　　　　
～している。（１）ウ

	①「話すこと・聞くこと」において、
　　　　　～している。
A（１）ウ
②
	①粘り強く～し、学習の見通しをもって～しようとしている。



６　指導と評価の計画（全○時間）
	時間
	主たる学習活動
	評価する内容
	評価方法

	１
	・

・

・

	〔思考・判断・表現〕①

	

	２
本
時
	
	
	

	３
	
	
	

	４
	
	
	


７　本時案（本時は全○時間中の○時間目）
（１）目標　
（２）準備
（３）学習過程
	
	学習内容・学習活動
	予想される学習者の反応
	指導上の留意点
評価規準・評価方法等

	導入
展開
終末
	
１
２
３
４

	

	〔知識・技能〕①
ワークシート
各場面に表れている人物の心情を的確にとらえているか。




＜中学校・高等学校学習指導案形式例（現行ver.）＞
第○学年国語科学習指導案
指導者 　○○○立○○○○学校
職　　　氏　　　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象学級　 ○年○組（○名）   

１　単元名

２　単元の目標
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～しようとする。　　【関心・意欲・態度】

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～する。　　　　　　　　　　【○○こと】

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～理解する。～身に付ける。～できる。等【知識・理解】


３　単元設定の意図
（１）《生徒観》

（２）《教材観》

（３）《指導観》

４　単元の評価規準
	
	関心・意欲・態度
	○○能力
	知識・理解

	単元の評価規準
	①　　　

　～しようとしている。
②

　～しようとしている。


	①
　　　　　～している。
②
　　　　　～している。
	①　　　～している。



５　学習計画（指導と評価の計画（全○時間））
	時間
	学習内容・学習活動
	評　価　方　法

	
	
	関
	〇
	知
	

	１
	・

・

・

	②

	
	①

	

	２
本
時
	

	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	


６　本時案（本時は全○時間中の○時間目）
（１）目標　
（２）準備
（３）学習過程
	
	学習内容・学習活動
	予想される学習者の反応
	教師の支援

	導入
展開
終末
	
１
２
３
４

	

	



※科目名、単元名、使用教科書名、出版社名





※【知識及び技能】【思考力、判断力、表現力等】は、学習指導要領の指導事項の文言を基にする。


※（１）ウなどは、指導事項を表す記号を付している。


※【学びに向かう力、人間性等】は、中学校は学年の目標（３）を示す。高等学校は科目の目標（３）を当てるとよい。








※単元の目標に照らして、ふさわしい言語活動を設定する。


※関連する言語活動を記す。








※学習者に関して、既習事項の定着度、題材に対する知識、技能、態度、その他配慮すべき事項について記述する。書き出し例：「本学級の生徒は～」等





※取り上げる教材の内容、既習事項との関連、今後の発展性、題材を取り上げる意義、学習者にとっての必要性等を記述する。書き出し例：「本教材は～」等





※指導の力点、形態、仮説等を、学習者の実態と単元の系統性を踏まえて具体的に記述する。書き出し例：「指導に当たっては～」等





※「２　単元の目標」を踏まえて書く。


※１～２点ずつ程度書く。


※文末に、該当する指導事項の記号を書くことで、評価規準と指導事項との関連を明確にする。


※「思考・判断・表現」の文頭には、対象の領域を書く。


※「主体的に学習に取り組む態度」は、粘り強さと学習の見通しをもつことの二つの側面で作成する。





※学習内容・学習活動は、１時間の主なものを書く。


※評価する内容は、1時間で１～２個程度でよい。


※評価方法は、「ワークシート分析」「ノート記述の分析」「行動の観察」等。





※生徒の立場で記述する。


※単元の目標をより具体的にする。





※生徒の立場で書く。


※学習活動を学習過程（場面）に従って簡潔に書く。


※課題やめあては実線で囲む。





※生徒の立場で書く。


※学習活動に対応させて書く。


※生徒の反応を予想、類型化する。





※指導者の立場で書く。


※学習活動に対応させて、支援の意図、工夫、手立てなどを具体的に書く。


・生徒が主体的な学習を進めるための手立て


・資料提示の工夫 など


※評価規準と評価方法の具体を記す。





※科目名、単元名、使用教科書名、出版社名





※三つの観点ごとに、学習指導要領の指導事項を基にして目標を立てる。


※【○○こと】には、話すこと・聞くこと、書くこと、読むことのうちいずれか一つを当てる。





※学習者に関して、既習事項の定着度、題材に対する知識、技能、態度、その他配慮すべき事項について記述する。書き出し例：「本学級の生徒は～」等





※取り上げる教材の内容、既習事項との関連、今後の発展性、題材を取り上げる意義、学習者にとっての必要性等を記述する。書き出し例：「本教材は～」等





※指導の力点、形態、仮説等を、学習者の実態と単元の系統性を踏まえて具体的に記述する。書き出し例：「指導に当たっては～」等





※「２　単元の目標」を踏まえて書く。


※１～２点ずつ程度書く。





※学習内容・学習活動は、１時間の主なものを書く。


※評価方法番号を付す欄は、一つの学習内容につき一つの欄に番号を付ける。


※評価方法は、「ワークシート分析」「ノート記述の分析」「行動の観察」等。





※生徒の立場で記述する。


※単元の目標をより具体的にする。





※生徒の立場で書く。


※学習活動を学習過程（場面）に従って簡潔に書く。


※課題やめあては実線で囲む。





※生徒の立場で書く。


※学習活動に対応させて書く。


※生徒の反応を予想、類型化する。





※指導者の立場で書く。


※学習活動に対応させて、支援の意図、工夫、手立てなどを具体的に書く。


・生徒が主体的な学習を進めるための手立て


・資料提示の工夫 など








